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ICANN付属定款の改訂要求

• ccNSO関連条項の改訂要求
– ccNSO及びICANNの権限明文化を目指し
– しかし、3/31 ICANN理事会で否決
– ヨーロッパccTLDのccNSO加入は？？

• 現在のccNSO会員ccTLD：48
– アジア太平洋：12
– ヨーロッパ：5
– 北米：4
– 南米・カリブ：13
– アフリカ：14
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Accountability Frameworkづくり

• Accountability Framework
– ｃｃTLD-ICANN間のフォーマルな関係を築くため
–両者の責務を合意し明文化する枠組み
– 2006年1月、ccNSOの検討結果に基づき、

ICANNが2つの枠組みと文書内容を提案
(ア)2者間契約

– 両者の役割を規定し、合意
(イ)書簡の交換

– それぞれが自組織の役割を一方的に宣言
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ICANNへの資金拠出

• ICANN予算とccTLDの関わり
– ICANN総予算のうちどれだけの割合をｃｃ

TLDが負担すべきか、その額をccTLD間でど
う分担すべきか

– ｃｃTLDがICANNから受けているサービスとそ
のサービスレベルを明確化し、それにかかる
コストを積算する方向

–現在、各ｃｃTLDに「ICANNから受けるべきサー
ビスとは」のサーベイ実施中
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IANAデータベース更新業務の自動化

• IANA業務に関する検討
– いくつかのccTLDの不満

• IANAへの情報変更申請後、その変更実施までに1週間以上
も時間がかかっている

– 処理の自動化、迅速化をサポートする仕組みがIANA
に提供された

• ポーランドのccTLDレジストリなどによる開発

– IANAは、この仕組みも使いつつ、さらに処理を迅速
化し、レジストリの満足度を向上させる施策を打って
いく
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IDNに関する検討体制の構築

• IDNに関する最新状況の共有
– IDN実装ガイドライン（登録管理サービスのガイドライン）
– IDN TLDの技術試験に向けた検討が進展
– 各言語で使える文字集合の定義をIANAに登録する手
順の改定

• gTLDとの合同作業部会設立を合意
– 共通課題の洗い出し
– 課題解決の進め方検討
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参考URI

• ICANNウェリントン会議
http://www.icann.org/meetings/wellington/

• ccTLDウェリントン会議
http://www.wwtld.org/meetings/cctld/20060326.Wellington-documents.html

• ccNSOウェリントン会議
http://www.icann.org/meetings/wellington/ccnso-agenda.html#day1
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